
　平成16年度の市の行政コストの総額は、200億6,100万円（市民1人当たり26万
3,505円）です。性質別に見ると、児童手当や生活保護などに使われる扶助費、
他団体への負担金・補助金などの「移転支出的なコスト」が36.4％を占め、次い
で学校や図書館・公民館、庁舎を維持するためなどに使われる「物にかかるコ
スト」が29.4％、議員や職員などの「人にかかるコスト」が29.0％です。 
　収入合計は、185億2,300万円（市民1人当たり24万3,295円）となりました。 
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一般会計および特別会計決算額 

区　　　　　分 

平成16年度 

平成16年度 

20,061

18,523

平成15年度 
総額（百万円） 

前年度比較 
（百万円） 

前年度比較 
（百万円） 

平成15年度 
総額（百万円） 

移転支出的なコスト 

（単位：円、％） 

（単位：円、％） 

一般財源 

7,302

5,895

5,823
1,041

2,540
1,189

2,686
1,339
2,963

14,794
12,638
346
1,810

243,295

33,365
15,617

194,313
165,998
4,538
23,777

17,829

2,355
971

14,503
12,435
485
1,583

694

185
218

291
203

△ 139
227

100.0

13.7
6.4

79.9
68.2
1.9
9.8

314

2,989
213
2,693

263,505

95,913

77,424

76,492
13,676

35,277
17,591
38,923
4,122

39,254
2,793
35,377

19,719

6,586

5,960

6,185
988

2,358
1,257
2,805
166

3,019
228
2,713

342

716

△ 65

△ 362
53

328
82
158
148

△ 30
△ 15
△ 20

100.0

36.4

29.4

5.2

13.4
6.7
14.8
1.5

1.1
13.4
29.0

14.9

人にかかるコスト  

国庫（県）支出金 
使用料・手数料等  
合　　　　　計 

その他のコスト(公債費利子など) 
合　　　　　計 

物にかかるコスト 

扶助費 
補助費等 
繰出金 

地方税 
地方交付税 
各種交付金等 

物件費 
維持補修費 
減価償却費 

普通建設事業費（他団体等への補助金等） 

総額（百万円） 市民１人当たり（円） 構成比（％） 

総額（百万円） 市民１人当たり（円） 構成比（％） 

一般会計 

国民健康保険 

収 益 的 収 入  

収 益 的 支 出  

資 本 的 収 入  

資 本 的 支 出  

公共下水道事業 

老　人　保　健 

稲荷伊草第一土地 
区画整理事業 

稲荷伊草第ニ土地 
区画整理事業 

鶴ヶ曽根・二丁目土地 
区画整理事業 

大瀬古新田土地 
区画整理事業 

西袋上馬場土地 
区画整理事業 

八潮南部東一体型特定 
土地区画整理事業 

介　護　保　険 

予 算 現 額  

【行政コスト】 

【収　入】 

収 入 済 額  

支 出 済 額  

収 入 率  

執 行 率  

区　　　　　分 予 算 現 額  
収 入 済 額  

支 出 済 額  

収 入 率  

執 行 率  

上水道事業決算額 
＊一般財源のうち各種交付金等には、地方譲与税・利子割交付金・地方消費税交付金・自動車取
　得税交付金・地　方特例交付金・交通安全対策特別交付金等が含まれます。  

　行政コスト計算書では、収入合計を行政コストが上回り、収支は赤字となり
ました。この赤字分は、国の地方財政対策に伴う影響等から地方債（臨時財政対
策債）を発行し、不足分は基金（貯金）を取り崩すなどして賄っています。 
　前年度との比較では、行政コストが扶助費を始めとした移転支出的なコスト
の増加により、3億4,200万円増加しているのに対し、収入は地方税や各種交付金
などが増え、6億9,400万円の増加となりましたが、市は基金を取り崩して財政運
営を行うなど、厳しい状況に直面しています。 
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道路、公園、学校、保育所などの建設
費、用地取得費のほか消防車両などの
備品購入費です。用地を除きそれぞれ
の施設に応じた減価償却を行っていま
す。 

市の借金で翌々年度以降返済する予定
の額等です。 

市の借金で翌年度に返済する予定の額
です。 

資産形成のために使われた市税などの
一般財源です。 

１と２は資産形成のために使われた国
県支出金です。 

つくばエクスプレスを運営する首都圏
新都市鉄道㈱などへの出資金、貸付金
や特定目的基金です。 

財政調整基金や基準日現在における現
金、預金のほか市税などの未収金です。 
 

【資産の部】 

借　　　　　　　　方 

１．有形固定資産 73,210,857 961,631

14,533,461 190,898

3,722,443 48,895

91,466,761 

25,361,324,000
25,721,613,455

24,797,131,823

7,999,047,941

7,686,679,972

3,922,732,850

3,655,401,609

3,206,889,186

3,175,684,471

15,774,640

15,774,640

104,821,127

55,127,995

354,654,176

199,618,712

627,723,944

422,769,717

213,228,111

114,295,174

2,026,475,928

1,730,690,562

1,815,941,299

1,776,257,315

101.4

97.8

101.4

97.5

87.5

81.5

97.2

96.3

90.5

90.5

85.0

44.7

99.2

55.8

93.7

63.1

100.0

53.6

87.7

74.9

94.2

92.2

7,887,348,000

1,701,191,000

1,724,217,000

656,221,000

1,107,948,000

1,708,194,015

1,653,335,141

626,884,850

1,033,652,025

100.4

95.9

95.5

93.3

4,484,987,000

3,298,343,000

17,436,000

123,293,000

357,678,286

670,259,542

213,204,000

2,310,224,248

1,926,809,000

1,201,423

（単位：千円） 
市民１人当り 
（単位：円） 

２．投資等 

【負債の部】  

【正味資産の部】  

貸　　　　　　　　方 

１．固定負債  

１．国庫支出金  

２．都道府県支出金   

３．一般財源等  

34,007,861 446,696

2,555,199 33,563

36,563,060 480,259

8,236,802 108,191

1,032,532 13,562

45,634,367 599,411

54,903,701 721,165

91,466,761 1,201,423

（単位：千円） 
市民１人当り 
（単位：円） 

２．流動負債  

３．流動資産 

資産合計  

負債合計  

正味資産合計  

負債・正味資産合計 

資産（借方）形成のために使われた金額
の総称で、下記の３つに分類されます。 

　「八潮市の資産は今どれくらいあるのだろう？」「借金などの負債は
いくらあるのか？」 こうした市の財政状況を分かりやすくお知らせする
ため、昨年に続き普通会計のバランスシートを作成しました。 
　また、行政コスト計算書は、市が市民の皆さんにさまざまなサービス
を提供するためには、 どれだけのコストがかかり、収入はどれだけあっ
たかをお知らせするものです。 

資産を形成するために借入れた資金
で、将来負担しなければならないも
のです。 

将来にわたり行政サービスの資源とな
るもので、市の財産です。 

◆「男女とも　ちがいはあるが　心は一つ」　八潮市男女共同参画標語最優秀賞　八條中学校２年　大竹杏奈さん 

　平成16年度末の市の普通会計の資産は、914億6,676万1千円（市民1
人当たり120万1,423円）です。これに対し負債は、365億6,306万円（市
民1人当たり48万259円）です。 
　昨年度と比較し、資産2,479万9千円（市民１人当たり152円）増加、負債
は8億5,148万5千円（市民１人当たり1万1,117円）増加しました。 
　資産では、つくばエクスプレス建設のための首都圏新都市鉄道㈱への
出資金による投資の増や垳三郷線、柳之宮木曽根線の整備による有形固
定資産の増などが主な要因となっており、負債では、区画整理事業などの
ために借り入れた、地方債による固定負債の増が要因となっています。 

（２） 平成17年11月10日 広報 No.660




